


近
年
、
日
本
人
の
観
光
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
に
変
化
が
起
き
て
い
る
。
単
に
有
名
観
光
地
を
見
て

回
る
「
見
物
型
観
光
」
か
ら
、
自
然
や
文
化
・
イ
ベ
ン
ト
を
体
感
す
る
「
体
験
型
観
光
」
へ
と
シ

フ
ト
し
て
い
る
の
だ
。
そ
う
し
た
中
で
、
新
し
い
観
光
の
あ
り
方
と
し
て
注
目
さ
れ
始
め
て
い

る
の
が
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
だ
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
自
然
・
文
化
・
歴
史
な
ど
の
資
源
を
損
な

う
こ
と
な
く
、
そ
れ
ら
を
体
験
し
学
ぶ
観
光
の
あ
り
方
で
、
全
国
各
地
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

取
り
組
む
地
域
が
増
え
て
い
る
。
今
回
訪
れ
た
高
知
県
本
山
町
も
、か
ね
て
よ
り
取
り
組
ん
で

来
た
地
域
づ
く
り
の
新
た
な
手
法
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
活
用
を
模
索
し
始
め
て
い
る
。

地
域
新
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見
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「安全・安心まちづくり」
近年、日本各地で、「安全・安心まちづくり」への関心が高まっている。

企業の本社移転・リストラ、人口減少等に伴うビルの空室の増加が、地域

経済の疲弊やコミュニティの喪失をまねく可能性がある。これを放置すると、

安全や安心が脅かされ、ひいては治安の悪化にもつながりかねない。本号

〈DBJ SPECIAL 1〉では、「安全・安心まちづくり」をテーマに開催された

「メイヤーズ・フォーラム」の様子を中心に、日米の取り組み事例や公民連

携（PPP）の有効性などについて紹介する。

〈DBJ SPECIAL 2〉では、「技術イノベーションの課題と展望」をテーマ

に行われた、生駒俊明一橋大学大学院客員教授と大川澄人日本政策投

資銀行副総裁の対談を掲載する。企業経営の経験もある生駒教授の

「日本企業のイノベーションの問題は経営者の勇気」「製造業の本当の強

さはコストで決まる」というメッセージには、説得力がある。

〈Community/地域新発見〉では、近年、新しい観光のあり方として注

目を集めるエコツーリズムを活用した地域づくりの可能性について、高知

県本山町の取り組み事例を紹介する。 19No.
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人
以
上
の
参
加
者
と
多
く
の
見
物

客
で
に
ぎ
わ
う
。
ま
た
、毎
年
７
月

に
開
か
れ
る
「
汗
見
川
清
流
マ
ラ

ソ
ン
大
会
」
は
、吉
野
川
の
支
流
汗

見
川
の
自
然
の
美
し
さ
と
豊
か
な

人
情
を
多
く
の
人
に
伝
え
よ
う

と
、
86
年
か
ら
始
ま
っ
た
。
今
で
は

県
外
組
を
含
め
6
0
0
人
以
上

が
参
加
す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
だ
。

平
成
に
入
っ
て
力
を
入
れ
た
の

は
、ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

だ
。
89
年
に
は
「
本
山
カ
ヌ
ー
ク
ラ

ブ
」
を
結
成
。
指
導
者
の
育
成
、カ

た
り
、
今
年
か
ら
は
地
域
の
施
設

を
含
め
て
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
で
の
利

用
を
始
め
た
り
し
て
い
る
」（
大
西

氏
）
と
い
う
。

本
山
町
の
活
性
化
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
「
汗
見

川
活
性
化
推
進
委
員
会
」
だ
。
99

年
、
地
域
の
将
来
を
案
じ
た
汗
見

川
流
域
６
集
落
の
住
民
に
よ
っ
て
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人
口
約
4,
3
0
0
人
。
高
知
県

本
山
町
は
、
四
国
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
す
る
典
型
的
な
中
山
間
の

町
だ
。
町
の
西
側
に
は
、
”四
国
の

水
瓶
“早
明
浦
ダ
ム
が
位
置
し
、吉

野
川
が
町
の
中
央
部
を
西
か
ら
東

へ
と
横
切
っ
て
い
る
。
家
や
耕
地
の

ほ
と
ん
ど
は
こ
の
川
沿
い
の
平
地
に

あ
り
、
人
々
は
古
く
か
ら
こ
の
川

と
と
も
に
日
々
の
営
み
を
続
け
て

き
た
。
人
々
の
心
の
風
景
に
は
、

い
つ
も
吉
野
川
の
豊
か
な
流
れ
が

あ
っ
た
の
だ
。
本
山
町
企
画
課
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
室
長
の
大
西
千
之
氏

も
、「
本
山
町
の
最
大
の
資
源
は
、

吉
野
川
に
象
徴
さ
れ
る
豊
か
な
自

然
。
こ
の
資
源
を
生
か
し
て
地
域

の
活
性
化
と
交
流
人
口
の
拡
大
を

図
っ
て
き
た
」
と
言
う
。

た
と
え
ば
、
古
い
も
の
で
は
毎
年

８
月
に
開
か
れ
る
「
吉
野
川
い
か

だ
祭
り
」。
83
年
に
始
ま
っ
て
以
来

の
町
の
風
物
詩
で
、
毎
回
5
0
0

ヌ
ー
大
学
の
創
設
な
ど
に
注
力

し
、県
外
か
ら
の
カ
ヌ
ー
愛
好
者
の

受
け
入
れ
も
進
ん
で
「
カ
ヌ
ー
の

里
」
と
し
て
の
名
を
広
め
て
き
た
。

５
年
前
か
ら
は
民
間
事
業
者
に

よ
る
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
も
開
始
さ
れ

た
。
本
山
町
に
事
務
所
を
構
え
る

（
株
）モ
ン
ベ
ル
の
野
村
直
哉
氏
は
、

「
下
流
の
大
歩
危
（
お
お
ぼ
け
）・

小
歩
危
（
こ
ぼ
け
）
地
区
に
比
べ
、

上
流
で
は
流
れ
が
穏
や
か
。
そ
の

点
を
生
か
し
て
子
供
向
け
の
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
か
ら
始
め
た
が
、こ
れ
が

潜
在
的
需
要
を
掘
り
起
こ
し
た
」

と
言
う
。
事
業
と
し
て
は
ま
だ
軌

道
に
乗
っ
た
と
は
言
え
な
い
が
、

「
地
場
産
業
と
し
て
確
立
し
て
い

か
な
い
と
地
域
に
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
の
で
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
１
つ

の
目
玉
商
品
に
し
た
い
」
と
意
欲

を
示
す
。

昨
年
、
町
で
は
総
合
的
な
地
域

振
興
を
図
る
た
め
「
ア
ウ
ト
ド
ア
の

里
づ
く
り
推
進
委
員
会
」を
設
置
。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム（
農
業
・
農

村
振
興
）、農
山
村
体
験
の
里
づ
く

り
、
青
少
年
交
流
の
里
づ
く
り
、ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
合
宿
の
里
づ
く
り
の

具
体
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
始

め
た
。

「
高
知
国
体
の
際
に
作
ら
れ
た

全
天
候
型
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設

（
人
工
壁
）
を
活
用
し
て
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ
を
目
指
し

豊
か
な
自
然
を

最
大
の
資
源
と
し
て

休校となった小学校。その活用方法について、現在検討が進められている。

本山町に拡がる棚田

大石さんの椎茸栽培ハウス

組
織
さ
れ
た
。

「
最
初
は
、
流
域
に
群
生
す
る
岸

ツ
ツ
ジ
の
体
験
ツ
ア
ー
か
ら
始
め

た
。
初
回
は
20
人
ほ
ど
だ
っ
た
参

加
者
も
、
今
で
は
50
人
規
模
に
な

っ
た
」
と
語
る
の
は
、
同
委
員
会
の

川
村
芳
朗
氏
。
そ
の
後
、
川
か
ら

道
路
ま
で
の
杉
の
植
林
を
広
葉
樹

に
す
る
樹
種
転
換
、
ま
た
は
間
伐

し
て
見
通
し
を
良
く
す
る
河
畔
林

整
備
や
、
休
校
に
な
っ
た
小
学
校

の
活
用
を
検
討
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
町
と
共
催
で
開
催
す
る
な

本山町企画課ツーリズム
推進室長
大西千之氏

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ

を
地
域
振
興
の
軸
に

体
験
交
流
に
も

積
極
的
に
取
り
組
む

ど
、活
動
の
幅
は
拡
が
っ
て
い
る
。

「
地
域
に
は
1
0
0
年
、
2
0
0

年
経
っ
た
古
い
家
も
あ
る
。
鳥
の
声

や
せ
せ
ら
ぎ
の
音
も
あ
る
。
本
当

の
田
舎
に
た
っ
ぷ
り
と
浸
か
っ
て
心

を
癒
し
て
も
ら
い
、
汗
見
川
を
第

２
の
ふ
る
里
と
思
っ
て
も
ら
え
た
ら

何
よ
り
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
来
て
も

ら
い
、
話
で
も
し
て
も
ら
え
た
ら
、

私
た
ち
土
地
の
人
も
元
気
が
出

る
。
私
た
ち
も
無
理
を
せ
ず
、で
き

る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
川

村
氏
は
語
る
。

ほ
か
に
も
、
本
山
町
で
は
地
域

資
源
を
生
か
し
た
体
験
交
流
へ
の

試
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
椎
茸
ハ
ウ

ス
で
椎
茸
栽
培
の
現
場
を
見
て
も

ら
う
農
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
そ

の
１
つ
。

親
の
代
か
ら
椎
茸
栽
培
を
30
年

以
上
続
け
て
い
る
と
い
う
大
石
直

哉
氏
は
、「
食
の
安
全
性
や
生
産

履
歴
な
ど
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、

ま
ず
は
本
物
の
原
木
栽
培
の
現
場

を
知
っ
て
も
ら
う
と
い
う
目
的
で

始
め
た
。
こ
れ
ま
で
２
度
、
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
入
れ
た
が
、
椎
茸

は
土
に
生
え
て
い
る
も
の
と
誤
解

し
て
い
る
人
も
い
て
、や
っ
て
良
か
っ

た
。
逆
に
、
生
産
者
の
方
が
自
分

た
ち
の
椎
茸
栽
培
に
張
り
合
い
を

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
、
手
応

え
を
感
じ
て
い
る
。

今
年
５
月
か
ら
は
、
遊
休
農
地

を
活
用
し
た
「
貸
し
農
園
体
験
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
始
ま
っ
た
。
取

り
組
む
の
は
、
本
山
町
東
部
を
流

れ
る
行
川
流
域
２
集
落
の
住
民
が

組
織
し
た
「
上
下
関
活
性
化
推
進

協
議
会
」
。
都
市
住
民
と
の
交
流

を
含
め
て
地
域
を
元
気
づ
け
よ
う

と
始
め
た
。
高
知
市
住
民
か
ら
の

申
し
込
み
が
大
半
で
、「
新
た
な
活

性
化
事
業
と
し
て
順
調
な
ス
タ
ー

ト
と
な
っ
た
」（
大
西
氏
）
と
い
う
。

こ
う
し
た
地
域
活
性
化
や
体

験
交
流
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

大
西
氏
は
「
実
は
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
意
識
し
始
め
た
の
は
こ
こ
数

年
の
こ
と
。い
ろ
い
ろ
な
内
外
の
先

進
事
例
を
知
る
中
で
、
結
果
と
し

て
本
山
町
の
取
り
組
み
が
そ
の
可

能
性
を
持
つ
こ
と
を
知
っ
た
」
と

語
る
。

そ
う
し
た
中
で
１
つ
の
転
機
と

な
っ
た
の
が
、
日
本
政
策
投
資
銀

行
四
国
支
店
の
主
催
に
よ
り
、
今

（株）モンベル
野村直哉氏

川村さんたちは、汗見川流域の地域の活性化
に取り組んでいる。

白髪山の西山麓から流れる川は汗見川となって吉野川に注ぐ。

汗見川活性化推進委員会
川村芳朗氏

大石直哉氏

転
機
と
な
っ
た

２
つ
の
イ
ベ
ン
ト

野村さんが店長を勤めるアウトドアショップ
「モンベル」。
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日米の自治体首長等が都市・地域開発の課題と解決策等につ

いてディスカッションを行う「メイヤーズ・フォーラム・イン・ジャパン」が、

05年7月7日、米国の非営利シンクタンクであるアーバン・ランド・イン

スティチュート（ＵＬI）と日本政策投資銀行の主催により開催された。

第3回目となる本年のテーマは「安全・安心まちづくり」。ゲストパ

ネラーには、米国から、前マイアミ・ビーチ市長としてサウスビーチの再

生に主導的に取り組んだニーセン・キャスディン氏、かつてニューヨー

ク市においてタイムズスクエア再生の現場で指揮を執ったリチャー

ド・ロザン氏、国内からは歌舞伎町の再生に積極的に取り組む中山

弘子新宿区長をはじめ、森博幸鹿児島市長、岩本康男前大阪市計

画調整局長のほか、特別ゲストとして塩川正十郎東洋大学総長（前

財務大臣）が参加した。

冒頭、共催者を代表して塩川東洋大学総長が同大学の公民連

携専攻大学院構想について、また、主催者の１人として小村武日本

政策投資銀行総裁が「家守（やもり）」事業を通じて地域再生支援

を行っていることを紹介した。

続いて、コーディネーターのサム・タブチＵＬI特別顧問のリードのも

と、日本側ゲストから、各自治体における犯罪対策等への取り組み

状況や今後のまちづくりに向けた課題等の説明が行われ、米国側ゲ

ストからは、地域再生の具体的事例や公民連携（ＰＰＰ）手法の有効

性、また、その結果どのように安全・安心かつ経済的活力のある地域

を実現することができたのか、さらには今後の都市の方向性等につい

て紹介があった。

5名のパネラーによる報告の後、今後日本でも安全・安心で活力

あるまちづくりを実現するための方策等について、会場の公民関係

者も交えた有益な意見交換が行われた。

折しも６月28日、国の犯罪対策閣僚会議・都市再生本部合同会

議で安全・安心なまちづくりの推進に向けた施策の決定がなされた

中、今回のフォーラムはまさに時宜を得たものとなった。

以下、同フォーラムにおけるパネラーからの報告とディスカッション

の内容を紹介する。

第3回

――安全・安心まちづくり――

Mayors' Forum 
inJapan

R E P O RT

東洋大学総長、前財務大臣

塩川正十郎氏

日本政策投資銀行総裁

小村武

【主催】ＵＬI *、日本政策投資銀行

【共催】学校法人東洋大学

【後援】社団法人日本プロジェクト産業協議会／財団法人都市
みらい推進機構／財団法人日本経済研究所／三井不動産株
式会社／三菱地所株式会社／森ビル株式会社／大和ハウス
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年
３
月
24
・
25
日
に
本
山
町
で
開

催
さ
れ
た
2
つ
の
イ
ベ
ン
ト
、「
日
本

政
策
投
資
銀
行
高
知
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

と
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
検
討
会
i
n

本
山
町
」
だ
。
高
知
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
吉
野
川
を
抱
く
中
山
間
地

の
本
山
町
と
比
較
的
似
た
地
理

的
条
件
を
持
ち
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
長

野
県
飯
田
市
の
事
例
が
報
告
さ

れ
た
。

ま
た
、
検
討
会
で
は
、エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
関
す
る
有
識
者
、
自
治

体
、
今
後
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
担

い
手
と
な
り
う
る
地
元
代
表
者
、

大
手
旅
行
関
係
者
な
ど
の
事
業

者
の
参
加
の
も
と
、
四
国
に
お
け

る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
方
向
性
や
本

山
町
で
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
実
施
に

向
け
た
活
発
な
議
論
な
ど
が
行

わ
れ
た
。

大
西
氏
は
２
つ
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
、「
最
初
は
、
日
本
政
策
投
資

銀
行
が
地
域
再
生
支
援
を
し
て
い

る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
驚
い

た
。
私
た
ち
は
ど
う
し
て
も
本
山

の
こ
と
し
か
考
え
な
い
が
、よ
り
広

い
視
点
か
ら
四
国
の
将
来
を
見
据

え
た
分
析
や
提
案
を
し
て
頂
き
、

得
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
こ
う
い
う

機
会
を
作
っ
て
頂
い
た
こ
と
に
本
当

に
感
謝
し
て
い
る
」
と
評
価
し
、

「
今
後
も
本
山
町
、
そ
し
て
地
域

が
連
携
し
て
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
む
際
は
ぜ
ひ
支
援
し
て
欲
し
い
」

と
期
待
を
寄
せ
る
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
活
用
し
た
本

山
町
の
地
域
・
観
光
活
性
化
へ
の

取
り
組
み
は
、ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か

り
。
本
格
的
に
定
着
さ
せ
る
た
め

に
は
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
担
う
人

材
の
育
成
、
受
け
入
れ
体
制
の
整

備
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
Ｐ
Ｒ
戦
略
な

ど
課
題
も
多
い
。
だ
が
、大
西
氏
は

「
地
域
づ
く
リ
に
終
わ
り
は
な
い
。

時
間
は
か
か
る
だ
ろ
う
が
、
環
境

を
守
り
、
人
が
元
気
に
な
る
た
め

の
仕
組
み
作
り
を
、で
き
る
こ
と

か
ら
１
つ
ず
つ
実
現
し
て
い
き
た

い
。
汗
も
恥
も
か
き
な
が
ら
、
本

山
流
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
実
現
し
な

い
と
い
け
な
い
」
と
、
不
退
転
の
姿

勢
を
見
せ
る
。

日
本
政
策
投
資
銀
行
四
国
支

店
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
「
観
光
客
の
嗜

好
が
見
物
型
観
光
か
ら
体
験
型

観
光
へ
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
は
、

豊
か
な
自
然
が
存
在
し
、
そ
の
自

然
の
中
で
文
化
や
歴
史
を
育
ん
で

き
た
四
国
地
域
に
と
っ
て
は
、ま
た

と
な
い
観
光
活
性
化
の
チ
ャ
ン
ス
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
中
、現
在

四
国
に
存
在
す
る
多
く
の
資
源
を

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
切
り
口
で

捉
え
直
し
、
地
域
住
民
自
身
が
そ

の
過
程
で
地
域
資
源
の
魅
力
に
気

づ
く
こ
と
が
、
四
国
観
光
活
性
化

を
模
索
す
る
中
で
の
ひ
と
つ
の
打

開
策
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
」（「
四
国
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
」）
と
指
摘
し
て
い
る
。

本
山
町
を
始
め
と
し
て
四
国
、

そ
し
て
全
国
各
地
で
の
今
後
の
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
動
向
に
注
目
し

た
い
。

M
A

P

本山町 

徳島 

高松 

高知 

松山 早明浦ダム 
吉野川 

本
山
流

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
実
現
に
向
け
て

1市の中心部にそびえる高知城。2四国88ケ所の第31番札所・高知県の竹林寺。雨
の日でも巡礼者は絶えない。3日本の秘境の一つに数えられている祖谷渓にかかるか
ずら橋。標高1,000m以上の山間に自生する「しらくちかずら」を編んで作る。4かずら橋
観光に使われているボンネットバス。5高地名物の日曜市。高知城追手門から東に延
びる追手筋の約1.3kmにわたって開かれる。総出店数は600と日本一の規模だ。

2 1

4

5

3
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を
図
り
、
潤
い
に
満
ち
た
住
み
よ

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
こ
と
。
そ

し
て
３
つ
目
は
、
校
区
公
民
館
や

各
種
団
体
活
動
を
活
性
化
し
て

い
く
た
め
の
後
継
者
・
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
す
る
こ
と
だ
。

こ
の
制
度
に
よ
っ
て
、
地
域
の
子

供
は
地
域
で
責
任
を
も
っ
て
育
て

よ
う
と
い
っ
た
気
風
が
育
っ
て
い
る

ほ
か
、
地
域
の
行
事
に
子
供
た
ち

が
参
加
し
や
す
い
環
境
を
作
り
、

ま
た
行
事
の
運
営
を
任
せ
る
こ
と

で
、
主
体
的
に
地
域
活
動
に
参
加

す
る
子
供
た
ち
の
育
成
が
図
ら
れ

て
い
る
。

校
区
公
民
館
制
度
は
青
少
年

の
健
全
育
成
に
大
き
な
力
を
発

揮
し
て
お
り
、
結
果
と
し
て
青
少

年
の
犯
罪
の
抑
制
を
促
す
と
と
も

に
、
そ
の
青
少
年
が
長
じ
て
大
人

に
な
る
わ
け
で
、
大
人
の
犯
罪
の

減
少
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

市
で
は
こ
の
４
月
に
安
心
安
全

課
を
設
置
し
た
。
本

年
度
は
、
市
民
や
有

識
者
等
か
ら
な
る
市

民
会
議
を
設
置
し

て
、
安
心
安
全
ま
ち

づ
く
り
条
例
を
制
定

す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、よ
り
一
層
の
、
安

心
し
て
安
全
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
。

大
阪
は
、
街
頭
犯
罪
の
多
さ
で

全
国
第
２
位
。
路
上
の
不
法
駐
車

は
、
東
京
の
約
３
倍
の
密
度
だ
。

そ
の
対
策
と
し
て
、
大
阪
市
の
業

務
車
両
３
千
台
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
、
携
帯
電
話
に
よ
る
犯
罪
情
報

の
提
供
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
安
全
・
安
心
ま
ち
づ

く
り
へ
の
取
り
組
み
に
充
て
る
大

阪
市
の
予
算
は
17
年
度
で
12
億
７

千
万
円
に
の
ぼ
る
。
大
阪
市
で
は
、

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
の
観
点

か
ら
み
た
都
市
再
生
の
目
標
を
３

つ
掲
げ
て
い
る
。

１
つ
目
は
都
心
居
住
の
促
進
。

大
阪
市
内
で
は
夜
間
人
口
が
空

洞
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
安
全
・
安

心
ま
ち
づ
く
り
に
は
マ
イ
ナ
ス
だ
。

た
だ
、
95
年
を
ボ
ト
ム
に
大
阪
市

は
人
口
が
回
復
し
て
お
り
、こ
れ

に
ビ
ジ
タ
ー
が
増
え
れ
ば
相
乗
効

果
が
働
き
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

に
プ
ラ
ス
に
働
く
。
２
つ
目
は
、
集

客
魅
力
の
向
上
。
大
阪
は
町
全

体
が
”食
い
倒
れ
“を
テ
ー
マ
に
し

た
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
な
っ
て
お
り
、

さ
ら
に
そ
の
魅
力
を
高
め
た
い
。
３

つ
目
は
、
シ
テ
ィ
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進
だ
。
大
阪
市
の
イ
メ
ー
ジ

を
上
げ
る
こ
と
に
注
力
し
た
い
。

こ
の
３
つ
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
、
大
阪
市
で
は
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
実
践
さ
れ
た
ブ
ロ
ー
ク
ン
・
ウ
ィ

ン
ド
ウ
ズ
・
セ
オ
リ
ー
（
注
）
に
な
ら
っ

て
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
の
中
で

一
番
重
要
な
テ
ー
マ
が
「
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
」
だ
。
目
玉
は
道
頓
堀

川
水
辺
整
備
事
業
で
、
総
費
用
3

4
0
億
円
を
投
じ
て
、
イ
ベ
ン
ト

対
応
が
可
能
な
構
造
に
す
る
。
河

川
を
使
っ
て
町
を
劇
場
化
し
よ
う

と
い
う
わ
け
だ
。

ま
た
法
善
寺
横
丁
に
つ
い
て

は
、
02
年
秋
に
火
災
に
遭
い
、
復
興

を
め
ぐ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出

さ
れ
た
。
建
築
基
準
法
上
、
道
路

幅
は
４
m
必
要
だ
が
、そ
れ
で
は
横

丁
の
雰
囲
気
が
な
く
な
る
と
い
う

こ
と
で
、
結
局
、
以
前
の
2.7
m
幅

で
復
興
し
た
。

一
番
大
変
な
の
が
自
転
車
対

会
教
育
施
設
だ
。
審
議
会
の
委
員

は
、
校
長
、
町
内
会
長
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
、
愛
護
会
会
長
な
ど
地
域
の
実

情
に
通
じ
た
様
々
な
関
係
団
体

の
人
々
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。

学
校
、
町
内
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
愛

護
会
な
ど
が
相
互
連
携
し
な
が

ら
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
夏
祭

り
、
体
育
祭
、
文
化
祭
な
ど
の
校

区
全
体
の
親
睦
を
図
る
活
動
を

行
う
こ
と
で
、
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

校
区
公
民
館
の
機
能
は
主
に

３
つ
。
１
つ
目
は
子
供
会
や
愛
護

会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
自
主
的
な
活
動

を
支
援
し
な
が
ら
、
地
域
で
健
全

な
子
供
た
ち
を
育
て
る
こ
と
。
２

つ
目
は
地
域
住
民
の
親
睦
の
向
上

鹿
児
島
市
は
、
全
国
の
県
庁
所

在
地
都
市
の
中
で
唯
一
、
犯
罪
が

減
少
し
て
い
る
都
市
だ
。
過
去
10

年
間
の
犯
罪
件
数
増
加
率
を
見

る
と
、
93
年
と
比
較
し
て
03
年
は

21
％
減
少
し
た
。
そ
の
主
な
要
因

と
し
て
は
鹿
児
島
市
特
有
の
青
少

年
の
健
全
育
成
に
向
け
た
施
策

に
よ
る
少
年
犯
罪
の
抑
制
が
大
き

い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
施
策
の
1
つ
と
し
て
、
校

区
公
民
館
制
度
が
あ
る
。こ
れ
は
、

市
内
の
全
小
学
校
の
敷
地
内
に

設
置
さ
れ
た
校
区
公
民
館
を
ベ
ー

ス
に
し
た
活
動
で
、
施
設
の
建
設

や
維
持
費
用
は
市
が
負
担
し
、管

理
は
学
校
が
、
運
営
は
地
域
の
公

民
館
運
営
審
議
会
が
行
う
。い
わ

ば
学
校
と
地
域
の
中
間
的
な
社

り
組
み
。
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
地
元
が
作
っ
た
ま
ち
づ
く
り

宣
言
に
基
づ
い
て
、
空
き
室
対
策

事
業
や
地
域
の
核
と
な
る
劇
場

街
の
再
生
等
の
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
も
の
だ
。

今
後
の
課
題
は
、
風
俗
店
等
を

取
り
締
ま
る
こ
と
で
空
室
が
増

え
、
経
済
活
動
が
減
速
し
て
、
治

安
が
さ
ら
に
悪
化
す
る
と
い
う
マ

イ
ナ
ス
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
る
こ
と

を
防
ぐ
こ
と
だ
。

歌
舞
伎
町
は
、
民
の
力
で
出
来

て
い
る
町
で
あ
り
、
映
画
や
演
劇

と
い
っ
た
大
衆
文
化
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
だ
。

こ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
生
か
し
た
活
発
な

経
済
活
動
を
行
う
町
と
す
る
た

め
に
、「
日
本
及
び
世
界
の
大
衆

娯
楽
を
企
画
し
、
生
産
し
、
消
費

す
る
拠
点
」
と
い
う
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
実
現
に

向
け
て
歩
を
進
め
て
い
き
た
い
。

新
宿
区
長

中
山
弘
子
氏

歌
舞
伎
町
は
国
際
的
に
も
知

ら
れ
、
1
日
あ
た
り
の
来
街
者

数
は
30
〜
50
万
人
を
数
え
る
日

本
有
数
の
繁
華
街
だ
が
、か
ね
て

よ
り
悪
質
な
客
引
き
の
横
行
、

犯
罪
の
多
発
等
日
本
の
治
安
問

題
の
象
徴
と
し
て
、
安
全
・
安
心

ま
ち
づ
く
り
の
課
題
と
さ
れ
て

き
た
。

区
で
は
こ
れ
ま
で
警
察
や
地
元

と
一
体
と
な
り
、
環
境
美
化
、
安

全
・
安
心
へ
の
取
り
組
み
と
し
て

ク
リ
ー
ン
作
戦
や
映
画
祭
な
ど
の

地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。

本
年
1
月
に
は
、
街
の
再
生
に
向

け
て
歌
舞
伎
町
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
推

進
協
議
会
を
設
立
し
た
。

協
議
会
は
、
総
合
的
な
対
策

を
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
推
進

す
る
仕
組
み
で
あ
り
、
力
を
結
集

す
る
場
だ
。そ
の
中
に
は
警
察
庁
、

法
務
省
、
国
土
交
通
省
、
経
済
産

業
省
、
中
小
企
業
庁
、
内
閣
官
房

の
都
市
再
生
本
部
、
総
務
省
、
消

防
庁
、
警
視
庁
、
東
京
消
防
庁
な

ど
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、ま
た

地
元
の
商
店
街
、
町
会
、
企
業
、

日
本
政
策
投
資
銀
行
、Ｊ
Ｒ
東

日
本
、
西
武
鉄
道
、
有
識
者
の

方
々
が
参
加
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
か
た
ち
で
英
知
を
結
集
す
る
の

は
、初
め
て
の
こ
と
だ
。

協
議
会
は
総
合
的
な
対
策
を

推
進
す
る
た
め
に
、
ク
リ
ー
ン
作

戦
、
地
域
活
性
化
、
ま
ち
づ
く
り

の
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
ク
リ
ー
ン
作
戦

は
、
歌
舞
伎
町
を
見
違
え
る
よ
う

に
き
れ
い
に
す
る
環
境
浄
化
活
動

で
、
先
日
、
小
泉
総
理
大
臣
に
も

視
察
し
て
頂
い
た
。

地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

歌
舞
伎
町
の
持
つ
大
衆
文
化
の
資

源
を
活
性
化
し
て
、
も
う
一
度
文

化
の
風
を
吹
か
せ
よ
う
と
い
う
取

歌
舞
伎
町

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
推
進

策
。
昨
年
、
市
内
で
は
26
万
台
の

放
置
自
転
車
を
回
収
し
た
が
、
受

け
取
り
に
は
保
管
料
が
要
る
た
め

４
割
く
ら
い
し
か
取
り
に
来
な
い
。

去
年
１
年
間
で
自
転
車
撤
去
に

か
か
っ
た
市
費
が
10
億
円
だ
が
、４

億
円
し
か
回
収
で
き
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
、
遂
に
警
察
、
大
阪
府
も

立
ち
上
が
り
３
者
で
ト
ッ
プ
会
談

を
実
施
。
町
も
立
ち
上
が
り
、ミ

ナ
ミ
歓
楽
街
環
境
浄
化
推
進
協

議
会
を
組
織
し
、
放
置
自
転
車
の

一
掃
等
、
ミ
ナ
ミ
の
環
境
改
善

に
努
め
て
い
く
。

鹿
児
島
市
長

森
博
幸
氏

鹿
児
島
市
の

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

前
大
阪
市
計
画
調
整
局
長

岩
本
康
男
氏

大
阪
に
お
け
る

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

マ
イ
ア
ミ
ビ
ー
チ
は
、1
9
2
0

年
代
に
リ
ゾ
ー
ト
都
市
と
し
て
確

立
し
、30
年
代
に
ア
ー
ト
デ
コ
調
の

建
物
が
8
0
0
棟
建
設
さ
れ
て
非

常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
雰
囲
気
を
持
つ
に

至
っ
た
。
そ
の
後
、
北
部
の
開
発
に

伴
っ
て
サ
ウ
ス
ビ
ー
チ
の
衰
退
が
進

み
、
第
２
次
大
戦
後
は
、
も
と
も

前マイアミ・ビーチ市長

ニーセン・キャスディン氏

“Creating Value: 
The Miami Beach Story”

（注）ブロークン・ウィンドウズ・
セオリー
「１枚の割れた窓ガラスをそのまま
にしておくと、やがて街全体が荒れ
て犯罪が増える。だから、たった１
枚のガラスでも割れたらすぐに修繕
しよう」という犯罪予防理論。ニュ
ーヨーク市でジュリアーニ前市長
が実践した結果、わずか７年間で
殺人率を67％も減少させる実績を
作った。
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と
ホ
テ
ル
だ
っ
た
所
が
年
金
生
活

者
用
の
住
居
に
な
り
、マ
イ
ア
ミ
ビ

ー
チ
全
体
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。

都
市
の
再
生
に
あ
た
っ
て
は
、

何
が
マ
イ
ア
ミ
ビ
ー
チ
の
魅
力
な
の

か
。
ど
う
す
れ
ば
歴
史
的
な
建
造

物
を
再
利
用
で
き
る
か
。
ど
う
す

れ
ば
新
し
い
経
済
活
動
を
持
ち
込

む
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
検
討

し
、
一
貫
性
の
あ
る
施
策
の
実
行

に
つ
な
げ
て
い
っ
た
。つ
ま
り
、
初
め

に
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
、
そ
れ
を
実
際

の
施
策
に
焼
き
直
す
。
そ
し
て
そ

の
施
策
を
着
実
に
実
行
し
て
い
っ

た
わ
け
だ
。

こ
の
施
策
は
、
歴
史
保
存
団
体

が
作
っ
た
保
存
開
発
計
画
を
ベ
ー

ス
に
進
め
ら
れ
た
。
歴
史
的
な
建

造
物
を
保
存
し
な
が
ら
新
た
な

経
済
活
動
の
た
め
に
再
利
用
す

る
。
そ
し
て
素
晴
ら
し
い
公
共
ス
ペ

ー
ス
を
確
保
し
、
経
済
活
動
の
多

様
化
を
図
る
の
が
、
根
本
の
考
え

方
だ
。

80
年
代
に
「
マ
イ
ア
ミ
バ
イ
ス
」

と
い
う
テ
レ
ビ
番
組
が
制
作
さ
れ
、

マ
イ
ア
ミ
ビ
ー
チ
が
一
気
に
注
目

を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
再
生
へ
の

動
き
が
進
ん
で
い
っ
た
。

都
市
再
生
を
行
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
進
化
を
許
容
す
る
こ
と
が

重
要
だ
。
歴
史
的
な
建
造
物
を

保
護
す
る
。
あ
る
い
は
そ
の
特
徴

を
保
存
す
る
だ
け
で
は
ダ
メ
で
、
変

え
る
、
変
革
す
る
と
い
う
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
も
大
事
に
し
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

既
存
の
公
共
ス
ペ
ー
ス
の
整
備

と
と
も
に
、
新
し
い
公
共
ス
ペ
ー
ス

も
作
っ
た
。
公
園
の
よ
う
な
公
共

ス
ペ
ー
ス
は
、
そ
の
地
域
社
会
に
と

っ
て
極
め
て
重
要
な
資
産
と
な

る
。
そ
し
て
価
値
の
高
い
公
共
ス
ペ

ー
ス
に
隣
接
し
て
い
る
不
動
産
の

価
値
は
、
否
応
な
し
に
高
ま
る
。

そ
の
過
程
で
は
、Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
よ
っ
て

進
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
効
果
を
上

げ
た
。

デ
ザ
イ
ン
も
極
め
て
重
要
だ
っ

た
。
質
の
高
い
建
築
物
は
付
加
価

値
を
高
め
る
。
そ
し
て
地
域
社
会

に
と
っ
て
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
。
ま

た
、
不
動
産
投
資
に
関
し
て
は
、

政
府
当
局
、
市
当
局
が
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
の
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、

地
域
の
不
動
産
価
格
が
上
昇
し
、

結
果
と
し
て
地
域
社
会
全
体
と

し
て
の
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ

た
。
不
動
産
の
価
値
を
見
る
と
、

94
年
か
ら
05
年
ま
で
の
間
に
4

倍
、マ
ン
シ
ョ
ン
の
価
格
は
3
倍
以

上
に
上
昇
し
て
い
る
。
税
収
も
こ

の
20
年
間
で
10
倍
に
増
加
し
た
。

こ
れ
は
、マ
イ
ア
ミ
ビ
ー
チ
だ
け
で

な
く
周
辺
の
地
域
に
も
波
及
効

果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

今
や
、マ
イ
ア
ミ
ビ
ー
チ
は
地
域

全
体
が
人
々
に
と
っ
て
訪
れ
て
み

た
い
場
所
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ

は
す
べ
て
サ
ウ
ス
ビ
ー
チ
の
再
生
か

ら
始
ま
っ
た
動
き
だ
。
ビ
ジ
ョ
ン
を

持
っ
て
計
画
を
策
定
し
、そ
れ
を
着

実
に
実
行
に
移
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
再
生
の
対
象
地
域
の
み
な
ら

ず
、
そ
の
周
辺
地
域
に
ま
で
プ
ラ

ス
の
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
だ
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
話
も
含
め
、
都

市
が
今
後
ど
う
い
う
方
向
に
向

か
う
の
か
に
つ
い
て
話
し
た
い
。

ま
ず
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
だ
が
、

9
・
11
以
降
の
動
向
が
話
題
に
な

っ
た
。
人
が
去
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
も
言
わ
れ
た
が
、
そ
れ

は
現
実
化
し
な
か
っ
た
。ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
は
命
を
取
り
戻
し
、
住
宅
市

場
も
復
活
し
た
。マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
は

今
、
住
宅
バ
ブ
ル
と
さ
え
言
わ
れ

て
い
る
ほ
ど
だ
。

攻
撃
地
点
近
く
の
ロ
ー
ワ
ー
・

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
も
良
い
形
で
復
活
さ

れ
て
い
る
。
公
共
ス
ペ
ー
ス
の
整
備

が
進
み
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゼ
ロ
に
隣
接

し
て
い
る
バ
ッ
テ
リ
ー
パ
ー
ク
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
過
去
20
年
の
中
で
も

最
大
の
も
の
だ
。

一
方
、
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
は
、

25
年
間
を
か
け
て
Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
よ
っ

て
商
業
地
区
を
整
備
し
な
が
ら

奇
跡
的
な
形
で
復
活
し
た
が
、
す

べ
て
が
バ
ラ
色
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。い
ろ
い
ろ
な
議
論
、
様
々
な
関

係
者
が
い
て
、
正
確
に
ど
う
な
る

か
は
誰
に
も
分
か
ら
な
い
と
い
う

の
が
実
情
だ
。

さ
て
、
今
後
都
市
が
ど
う
い
う

方
向
に
向
か
う
の
か
と
い
う
こ
と

だ
が
、Ｕ
Ｌ
Ｉ
は
先
月
、
世
界
都

市
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
ロ
ン
ド
ン
で
主
催

し
た
。
2
5
0
人
ほ
ど
の
関
係
者

が
都
市
の
未
来
を
語
り
、
課
題
に

つ
い
て
議
論
し
た
。
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
世
界
の
大
都
市
の
人
口
構
造

は
大
き
く
変
わ
る
。
1
9
5
0
年

と
2
0
1
5
年
の
対
比
で
見
る

と
、
東
京
の
人
口
は
50
年
は
上
位

に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
00
年
以

降
で
は
世
界
最
大
だ
。
15
年
も
ト

ッ
プ
は
東
京
で
、2
位
が
ボ
ン
ベ
イ
、

3
位
が
デ
リ
ー
と
な
る
見
込
み

だ
。
一
方
、
50
年
に
世
界
3
位
だ

っ
た
ロ
ン
ド
ン
は
、
15
年
に
は
35
位

に
な
る
。

こ
れ
か
ら
15
年
、
20
年
の
間
に

巨
大
都
市
が
中
心
と
な
っ
て
開
発

が
進
む
が
、
相
当
な
課
題
が
予
想

さ
れ
る
。
中
国
、ア
メ
リ
カ
、
イ
ン

ド
で
は
、
大
体
1
0
0
〜
5
0
0

万
人
都
市
が
中
心
に
な
る
。
2
0

3
0
年
に
は
、
世
界
で
50
万
人
未

満
の
都
市
は
減
少
す
る
と
予
想

さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
都
市
化
の
世
界
に

対
す
る
影
響
を
考
え
る
べ
き
だ

ろ
う
。
人
口
の
高
齢
化
は
、
特
に

日
米
で
顕
著
と
な
る
。
水
不
足

も
起
き
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
で

は
中
国
が
ア
メ
リ
カ
を
上
回
る
。

都
市
は
、安
全
で
清
潔
な
環
境

の
確
保
、
独
創
性
あ
る
都
市
づ
く

り
、
住
宅
問
題
な
ど
様
々
な
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
都
市
の
再
生
を
考

え
る
場
合
に
は
、こ
う
い
っ
た
大
き

な
概
念
を
中
心
に
お
い
て
考
え
て

い
く
べ
き
だ
。
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み
な
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、

や
は
り
的
確
な
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と

プ
ラ
ン
を
持
つ
こ
と
、
そ
し
て
、
そ

の
町
が
持
っ
て
い
る
歴
史
や
強
み

を
生
か
し
て
再
生
を
図
る
こ
と
が

大
事
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
っ

た
。
１
つ
聞
き
た
い
が
、タ
イ
ム
ズ
ス

ク
エ
ア
再
生
に
お
い
て
は
Ｐ
Ｐ
Ｐ
で

取
り
組
ん
だ
の
か
。

ロ
ザ
ン

当
初
は
公
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
で

Ｐ
Ｐ
Ｐ
を
活
用
し
た
。
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
策
定
を
公
共
が
行
い
、
土

地
を
買
い
取
っ
て
民
間
を
誘
致
し

よ
う
と
し
た
が
、
な
か
な
か
成
功

し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、デ
ィ
ズ
ニ
ー

が
入
っ
て
き
て
か
ら
市
が
投
資
し
、

う
ま
く
回
り
始
め
た
。

森

都
市
再
生
を
す
る
場
合
、
公

に
頼
る
こ
と
が
多
く
、
民
の
力
を

借
り
ら
れ
な
い
の
が
現
状
だ
。
民

の
力
を
借
り
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
る

た
め
に
ど
う
い
っ
た
仕
掛
け
を
す

れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

キ
ャ
ス
デ
ィ
ン

ま
ず
言
い
た
い
の

は
、ル
ー
ル
が
な
い
の
が
ル
ー
ル
だ

と
い
う
こ
と
。
公
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

を
と
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
民
が
と

る
場
合
が
あ
っ
て
も
い
い
。
Ｐ
Ｐ
Ｐ

の
メ
リ
ッ
ト
の
１
つ
は
、
柔
軟
性
と

い
う
こ
と
だ
か
ら
。

民
間
投
資
を
促
進
す
る
に
は
、

ま
ず
呼
び
水
と
し
て
の
公
の
投
資

が
前
提
と
な
る
。
公
が
積
極
的

な
姿
勢
を
示
さ
な
け
れ
ば
民
は

つ
い
て
こ
な
い
。
鹿
児
島
の
状
況
は

詳
し
く
分
か
ら
な
い
が
、
ま
ず
公

の
投
資
が
必
要
な
状
況
な
の
で

は
な
い
か
。

Ｐ
Ｐ
Ｐ
で
重
要
な
の
は
、
企
業

や
地
域
住
民
に
当
事
者
意
識
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
だ
。
最
終
的
に

は
自
分
達
が
い
ろ
ん
な
決
定
を
行

い
、解
決
し
て
い
く
の
だ
と
い
う
こ

と
を
認
識
し
て
も
ら
い
、
行
動
を

起
こ
さ
せ
る
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
に

は
、
市
当
局
に
も
必
要
と
あ
れ
ば

権
限
を
委
譲
す
る
覚
悟
が
要
る
。

岩
本

キ
ャ
ス
デ
ィ
ン
氏
は
、不
動

産
価
値
が
上
が
る
こ
と
が
バ
リ
ュ

ー
と
言
わ
れ
た
が
同
感
だ
。た
だ
、

納
税
す
る
立
場
で
考
え
る
と
ど

う
な
の
か
。マ
イ
ア
ミ
で
市
民
は
ど

う
評
価
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

キ
ャ
ス
デ
ィ
ン

一
般
論
と
し
て

景
気
が
回
復
し
、
企
業
収
益
が

上
が
っ
て
い
る
場
合
、
税
金
が
増

え
て
も
そ
れ
ほ
ど
問
題
視
さ
れ

な
い
。
と
こ
ろ
が
、
景
気
が
軟
調
に

な
っ
た
り
、
経
済
が
減
速
し
て
い

る
場
合
に
は
、
不
動
産
税
に
関
し

て
抵
抗
す
る
人
も
出
て
く
る
だ

ろ
う
。
そ
こ
で
ど
う
す
る
か
と
い

う
と
、
不
動
産
の
価
値
が
上
が
る

と
税
率
を
下
げ
る
。
要
す
る
に
、

負
担
す
る
課
税
率
を
抑
え
る
わ

け
だ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
あ
る
程
度

の
問
題
が
軽
減
で
き
る
。

根
本（
日
本
政
策
投
資
銀
行
地
域
企

画
部
長
）

最
後
に
、簡
単
に
コ
メ

ン
ト
し
た
い
。
冒
頭
、
当
行
総
裁

の
挨
拶
の
中
に
あ
っ
た
「
家
守
」

だ
が
、こ
れ
は
古
い
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

や
小
学
校
の
廃
校
舎
な
ど
を
、ス

モ
ー
ル
オ
フ
ィ
ス
、ホ
ー
ム
オ
フ
ィ
ス

に
コ
ン
バ
ー
ト
す
る
と
い
う
仕
組

み
だ
。
た
だ
し
、
用
途
を
変
え
る

た
め
に
コ
ン
バ
ー
ト
す
る
の
で
、コ

ン
バ
ー
ト
後
に
誰
が
ど
の
よ
う
に

使
う
の
か
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
必

要
と
な
る
。

そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
て
コ
ン

バ
ー
ト
し
、実
際
に
テ
ナ
ン
ト
を
集

め
て
来
て
、そ
の
テ
ナ
ン
ト
に
仕
事

を
し
て
も
ら
い
、
そ
こ
か
ら
家
賃

収
入
を
得
る
仕
事
を
行
う
人
を

家
守
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
江

戸
時
代
に
実
際
に
あ
っ
た
職
業

だ
。
す
で
に
、
秋
葉
原
、
神
田
、
世

田
谷
、
竹
橋
、
横
浜
な
ど
で
実
績

が
あ
り
、
歌
舞
伎
町
で
も
取
り
組

み
を
始
め
て
い
る
。

今
日
の
話
を
聞
い
て
、
土
地
収

容
の
強
制
権
や
税
制
な
ど
日
本

と
ア
メ
リ
カ
と
の
相
違
点
は
あ
る

も
の
の
、
や
は
り
民
間
と
公
共
と

の
対
話
と
連
携
が
重
要
だ
と
痛

感
し
た
。
Ｐ
Ｐ
Ｐ
は
非
常
に
多
様

で
あ
り
、
ま
だ
開
発
途
上
だ
。
日

本
政
策
投
資
銀
行
と
し
て
も
日

米
の
情
報
交
換
を
行
い
、
新
し
い

モ
デ
ル
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

R E P O RT

ＵＬI社長 リチャード・ロザン氏

“Times Square/
Manhattan Rebirth”
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私
に
と
っ
て
の
生
き
る
う
え
で
の

規
範
を
学
ん
で
い
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

―
―
次
に
歌
舞
伎
町
に
つ
い
て
話

を
移
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
歌
舞

伎
町
は
大
衆
文
化
の
メ
ッ
カ
と
い

う
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
現

在
進
め
ら
れ
て
い
る
「
歌
舞
伎

町
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
に
お
い
て
、こ

の
遺
伝
子
を
ど
う
活
か
そ
う
と

し
て
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

歌
舞
伎
町
は
昔
か
ら
歓
楽

街
・
繁
華
街
だ
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
住
宅
や
商
店
街
が
戦
災
で
焼

失
し
た
と
き
に
、
当
時
の
角
筈
１

丁
目
北
町（
現
在
の
歌
舞
伎
町
１

丁
目
）
会
長
だ
っ
た
鈴
木
喜
兵
衛

と
い
う
人
が
「
戦
後
の
産
業
は
観

光
だ
。
こ
こ
に
庶
民
的
な
娯
楽
施

設
を
作
ろ
う
」
と
関
係
者
を
説

得
し
て
作
り
あ
げ
た
町
で
す
。

歌
舞
伎
町
と
い
う
名
は
、
歌
舞

伎
座
を
誘
致
し
て
、
劇
場
を
始
め

と
し
た
多
様
な
娯
楽
施
設
を
作

る
と
い
う
計
画
を
当
時
の
東
京
市

の
都
市
計
画
課
長
が
聞
い
た
と
こ

ろ
、
歌
舞
伎
座
を
呼
ぶ
な
ら
名
前

は
歌
舞
伎
町
が
い
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
付
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
町
の
振
興
に
向
け
て

博
覧
会
を
開
い
た
も
の
の
莫
大
な

赤
字
を
残
す
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
博
覧
会
の
中
心
的

な
役
割
を
担
っ
た
人
た
ち
は
、
私

財
を
投
げ
打
っ
て
ま
で
こ
の
町
の

た
め
に
情
熱
を
捧
げ
ま
し
た
。
ま

た
、
戦
後
復
興
の
た
め
の
土
地
区

画
整
理
事
業
も
、
新
宿
地
区
で
は

歌
舞
伎
町
以
外
の
地
区
は
東
京

都
主
導
で
進
め
ら
れ
た
の
で
す
が
、

歌
舞
伎
町
で
は
地
権
者
が
主
体

的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
町
の
人
た
ち
が
行
政
に
頼

ら
ず
自
分
た
ち
、
民
の
力
で
町
を

作
っ
た
こ
と
が
、
歌
舞
伎
町
の
遺
伝

子
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

町
の
個
性
は
歴
史
で
あ
り
、
そ

の
歴
史
こ
そ
が
遺
伝
子
だ
と
思
い

ま
す
。
み
ん
な
が
楽
し
め
る
大
衆

文
化
、
大
衆
娯
楽
を
民
の
力
で
作

る
こ
と
。
こ
れ
が
歌
舞
伎
町
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
な
の
で
す
。

―
―
歌
舞
伎
町
再
生
へ
の
第
一
弾

と
し
て
マ
イ
ナ
ス
を
ゼ
ロ
に
す
る

と
い
う
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
を

展
開
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
。
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―
―
本
日
は
都
市
の
再
生
を
考

え
る
に
あ
た
り
、
そ
の
特
長
・
個

性
を
表
現
す
る
「
遺
伝
子
」
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
お
話
を
お
伺
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
人
間
・
中

山
弘
子
さ
ん
の
遺
伝
子
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

私
は
終
戦
の
年
に
台
湾
で
生
ま

れ
、
翌
年
３
月
に
日
本
に
引
き
揚

げ
て
、
父
親
の
故
郷
群
馬
県
沼
田

市
で
暮
ら
し
始
め
ま
し
た
。
暖
か

い
台
湾
か
ら
寒
い
沼
田
に
移
っ
た

た
め
肺
炎
を
起
こ
し
、
死
に
か
け

歌
舞
伎
町
に
は
、
違
法
風
俗

店
、
暴
力
団
、
犯
罪
を
働
く
不
良

外
国
人
の
存
在
と
い
っ
た
治
安
問

題
と
同
時
に
、
路
上
看
板
、
放
置

自
転
車
な
ど
町
の
安
全
や
美
観

を
損
な
う
よ
う
な
問
題
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
を
ゼ

ロ
に
し
な
い
限
り
、こ
の
町
は
変
わ

れ
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
始
め
た

の
が
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
で
す
。

私
が
区
長
に
就
任
し
た
当
時

（
02
年
11
月
）か
ら
、歌
舞
伎
町
は

日
本
の
治
安
問
題
の
象
徴
と
し
て

国
レ
ベ
ル
で
も
大
き
な
課
題
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
私
は
自
治
体
の
基

本
課
題
は
、
少
子
高
齢
化
社
会
へ

の
的
確
な
対
応
と
健
全
な
ま
ち
づ

く
り
の
２
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、そ
の
中
で
新
宿
区
が
取
り
組

た
そ
う
で
す
。
そ
の
せ
い
か
、
中
学

に
入
る
く
ら
い
ま
で
は
”死
に
そ

こ
な
い
の
弱
っ
か
す
“
と
い
う
の
が

私
の
代
名
詞
で
し
た
。

体
が
弱
か
っ
た
せ
い
か
、
映
画

を
観
た
り
本
を
読
む
こ
と
が
好

き
で
、
小
学
校
低
学
年
の
頃
か
ら

学
校
の
帰
り
道
に
町
の
映
画
館

で
映
画
の
写
真
を
眺
め
て
は
ス
ト

ー
リ
ー
を
想
像
し
た
り
、い
ろ
ん

な
本
や
雑
誌
、
新
聞
小
説
な
ど
を

読
ん
だ
り
す
る
の
が
最
大
の
娯
楽

で
し
た
。

―
―
小
さ
い
頃
か
ら
文
芸
・
文
化

の
世
界
に
親
し
ん
で
お
ら
れ
た
わ

け
で
す
ね
。
中
山
さ
ん
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
、
伊
藤
整
の
作
品
か

ら
一
生
懸
命
さ
と
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
を
学
ん
だ
と
あ
り
ま
し
た
。

大
学
進
学
の
た
め
東
京
に
出

て
か
ら
、
伊
藤
整
の
「
女
性
に
関

す
る
十
二
章
」「
伊
藤
整
氏
の
生

活
と
意
見
」
を
読
み
、
共
感
を
覚

え
ま
し
た
。
当
時
は
、
大
学
進
学

率
が
急
増
し
た
り
、農
業
人
口
が

激
減
し
た
り
と
、
日
本
社
会
が
高

度
経
済
成
長
で
急
激
に
変
わ
っ
て

い
っ
た
時
代
。「
女
子
が
勉
強
で
き

て
も
何
の
役
に
も
立
た
な
い
。
東

京
の
大
学
に
行
っ
た
ら
嫁
の
貰
い

手
が
な
く
な
る
」
な
ど
と
教
え
ら

れ
て
育
っ
た
私
は
、
地
滑
り
的
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
急
激
な
時
代
の
変

化
の
中
で
、
お
の
ず
と
一
生
懸
命

さ
と
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
と
い
う
、

私
の
幼
少
・
青
春
時
代

マ
イ
ナ
ス
を
ゼ
ロ
に
す
る

歌
舞
伎
町
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン

む
べ
き
こ
と
は
、不
良
外
国
人
、ホ

ー
ム
レ
ス
が
多
い
歌
舞
伎
町
を
ど

う
再
生
す
る
か
、
再
生
へ
の
理
念

を
持
つ
こ
と
だ
と
考
え
た
の
で
す
。

町
の
再
生
に
は
、ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
作
戦
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
犯

罪
イ
ン
フ
ラ
の
徹
底
し
た
除
去
と

あ
わ
せ
て
、
町
の
経
済
が
成
り
立

つ
よ
う
な
道
を
常
に
提
示
し
な
が

ら
や
っ
て
い
か
な
い
と
人
々
の
賛
同

を
得
ら
れ
な
い
と
思
い
、こ
の
町
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
は
大
衆
文
化
の
発
信
で
あ

る
と
言
い
続
け
て
き
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
区
長
に
就
任
し
て
町

の
活
性
化
の
起
爆
剤
に
な
る
よ
う

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
必
要
だ
と
思
っ

て
い
た
と
き
に
、シ
ネ
シ
テ
ィ
広
場

周
辺
の
事
業
者
の
方
々
か
ら
再
開

発
の
勉
強
を
始
め
た
い
と
い
う
申

し
出
を
受
け
ま
し
た
。
地
域
の
み

な
さ
ん
と
と
も
に
町
の
再
開
発
を

模
索
す
る
中
で
、ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

作
戦
を
進
め
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
が
離
陸
し

て
安
定
的
な
効
果
を
上
げ
て
い
く

た
め
に
は
、
違
法
風
俗
店
等
に
代

わ
る
、
地
道
な
が
ら
エ
キ
サ
イ
テ
ィ

ン
グ
な
、こ
の
町
が
食
べ
て
い
け
る

だ
け
の
新
た
な
産
業
を
呼
び
込
め

る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

―
―
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
具
体
的
に

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
町
の
将
来
は
、こ
の
町
の
遺

伝
子
の
延
長
上
に
あ
ら
ね
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
か
つ
て
先
人
た

ち
が
日
本
一
の
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
た
よ
う
に
、

も
う
一
度
こ
の
町
に
新
た
な
大
衆

文
化
の
風
を
吹
か
せ
た
い
と
思
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
文
化
を

楽
し
む
成
熟
社
会
で
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
、
歌
舞
伎
町
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
は
、
日
本
お
よ
び
世
界
の
大

衆
文
化
を
企
画
し
生
産
し
消
費

す
る
拠
点
と
す
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
際
、
何
よ
り
も
必
要

な
の
は
、
そ
の
担
い
手
と
な
る
人

材
で
す
。
今
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作

戦
に
よ
っ
て
空
室
に
な
っ
て
い
る
ス

ペ
ー
ス
を
活
用
す
る
こ
と
で
、ビ
ジ

ョ
ン
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
新

た
な
産
業
の
担
い
手
を
呼
び
込
み

な
が
ら
、
緩
や
か
で
も
確
実
に
町

を
変
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
新
し
い
町
の
担
い
手
を
呼
び

込
む
こ
と
は
、
行
政
だ
け
で
は
な

か
な
か
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
民

の
知
恵
、ま
さ
に
歌
舞
伎
町
の
遺

伝
子
を
う
ま
く
使
い
な
が
ら
、
私

た
ち
、
日
本
政
策
投
資
銀
行（
D

B
J
）
も
家
守
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
か
つ

て
、こ
の
町
に
は
１
７
０
０
年
頃

に
高
松
喜
兵
衛（
注
）
が
、
そ
の
後

１
９
５
０
年
頃
に
鈴
木
喜
兵
衛

が
い
て
、
新
し
い
民
の
力
が
勃
興

し
た
わ
け
で
す
が
、
歌
舞
伎
町
の

家
守
事
業
と
は
、
い
わ
ば

”
第
3
の
喜
兵
衛
“を
探
す
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、
日
本

政
策
投
資
銀
行
へ
の
期
待
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

か
つ
て
の
銀
行
は
地
域
の
将
来

に
投
資
を
す
る
と
い
っ
た
役
割
を

持
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
今
般
、

歌
舞
伎
町
が
将
来
に
向
け
て
動

き
始
め
る
に
際
し
て
、
地
域
再
生

の
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
に
加
え
て
銀

行
本
来
の
「
遺
伝
子
」
を
受
け
継

い
だ
公
的
金
融
機
関
の
日
本
政

策
投
資
銀
行
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
関
わ
っ
て
頂
け
る
こ
と
に
な
り
、

と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、歌
舞
伎
町
版
家
守
事
業
を

成
功
さ
せ
て
下
さ
い
。
そ
し
て
、あ

わ
せ
て
劇
場
街
再
開
発
へ
の
支
援

も
お
願
い
し
ま
す
。
今
後
、
歯
を

食
い
し
ば
る
時
期
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
お
互
い
に
高
い
志
を
持

っ
て
、
ぜ
ひ
最
後
ま
で
ご
一
緒
に

取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

―
―
微
力
な
が
ら
全
力
を
尽
く

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

歌舞伎町の再生に向けて
――中山弘子・新宿区長に聞く――

H i r o k o  N a k a y a m a
全国の主要な繁華街で、暴力団や外国人犯罪組織を一掃

し、地域・行政・警察が一体となって安全・安心なまちづくり

をめざす取り組みが進められている。今や海外にもその名

前が知られる新宿歌舞伎町でも、官民一体となった再生プ

ロジェクトが始まった。「第3回メイヤーズ・フォーラム・イン・

ジャパン」にもご参加頂いた中山弘子新宿区長に、歌舞伎

町再生への意気込み、将来ビジョンなどについて伺った。

（聞き手は、根本祐二・日本政策投資銀行地域企画部長）

大
衆
文
化
を
民
の
力
で

新宿コマ劇場広場

（注）高松喜兵衛
新宿は、元禄11（１６９８）
年、浅草の名主・高
松喜兵衛らによって
開宿された「内藤新
宿」が始まり。それ
までは江戸郊外の寒
村だった。

クリーンアップ作戦
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1949年東京生まれ。71年一橋大学在学中、アマゾン全域踏

査隊長としてアマゾン川全域を下る。以来25年間に32回、通

算10年間以上にわたり南米への旅を重ねる。93年からは、東

アフリカで生まれた人類が、シベリア、アラスカ経由で南米最

南端まで行った旅路“グレートジャーニー”5万キロを逆ルート

でたどる旅に挑み、2002年2月に最終目的地タンザニアへ到

着。著書「インカの末裔と暮らす」文英堂、「『原住民』の知

恵」光文社知恵の森文庫など多数。
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地 球 視 考

探
検
家
・
医
師

ア
ン
デ
ス
山
脈
の
上
空
を
飛
行

機
で
飛
ぶ
と
、
眼
下
に
氷
河
を
抱

く
高
峰
が
見
え
る
。
そ
の
山
麓
、あ

き
ら
か
に
富
士
山
よ
り
高
い
と
こ

ろ
に
村
、人
家
、畑
、道
が
見
え
る
。

「
な
ん
で
こ
ん
な
高
い
と
こ
ろ
に
住

ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
不
思
議

に
思
う
。
と
こ
ろ
が
飛
行
機
か
ら

下
り
て
、
そ
れ
ら
の
村

に
歩
い
て
行
く
と
、
そ

こ
に
住
ん
で
い
る
人
々

に
と
っ
て
は
生
活
の
中

心
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
町
に
頼
る
必
要
の

な
い
自
立
的
な
生
活

を
営
ん
で
い
る
。
私
は

標
高
４
０
０
０
メ
ー
ト

ル
以
上
に
な
る
と
、
軽

い
高
度
障
害
に
な
る
。

し
か
し
数
日
で
慣
れ

る
。
私
も
一
週
間
も
滞

在
す
れ
ば
そ
こ
で
サ
ッ

カ
ー
が
で
き
る
。
そ
の

土
地
で
生
ま
れ
、
住
ん

で
い
る
人
に
と
っ
て
は
身
体
が
順
応

し
切
っ
て
い
る
の
で
ど
う
と
い
う
こ

と
は
な
い
。

確
か
に
農
業
に
適
し
て
い
る
と

は
い
え
な
い
。
し
か
し
そ
れ
を
克

服
し
て
い
る
の
は
、ア
ン
デ
ス
文
明

の
古
く
か
ら
の
知
恵
で
あ
る
垂
直

統
御
に
秘
密
が
あ
る
。
標
高
差
３

０
０
０
メ
ー
ト
ル
と
い
う
高
度
差

に
よ
る
気
候
、
自
然
条
件
の
違
い

を
巧
み
に
利
用
し
て
暮
ら
し
て
い

る
の
だ
。
そ
の
典
型
が
私
が
20
年

間
近
く
通
っ
て
い
る
ケ
ロ
村
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

ケ
ロ
村
は
ア
ン
デ
ス
で
も
最
も
イ

ン
カ
の
伝
統
を
留
め
て
い
る
村
だ
。

標
高
４
０
０
０
ｍ
以
上
の
高
地
が

彼
ら
の
本
拠
地
だ
。
こ
こ
で
ア
ル
パ

カ
、リ
ャ
マ
、
羊
な
ど
の
家
畜
を
飼

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
毎
日
放
牧
地

に
連
れ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず

手
が
か
か
る
。
そ
の
た
め
村
人
た

ち
は
高
所
に
い
る
こ
と
が
一
番
多

い
の
だ
。
標
高
３
０
０
０
メ
ー
ト
ル

前
後
の
と
こ
ろ
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
栽

培
し
て
い
る
。
標
高
の
高
い
と
こ
ろ

で
は
人
々
は
分
散
し
て
暮
ら
し
て

い
る
が
、
標
高
３
０
０
０
メ
ー
ト
ル

の
と
こ
ろ
に
集
会
所
、学
校
、礼
拝

所
が
あ
る
。
村
全
体
の
行
事
が
あ

る
と
き
は
こ
こ
に
集
ま
る
。

標
高
１
５
０
０
〜
２
０
０
０
メ

ー
ト
ル
は
森
林
地
帯
だ
。
こ
こ
を
開

墾
し
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
作
る
。
１

月
に
種
ま
き
を
し
て
夏
に
収
穫
す

る
。
十
分
に
乾
燥
さ
せ
た
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
を
リ
ャ
マ
の
背
に
乗
せ
て
高
地

に
運
搬
す
る
。
こ
の
と
き
は
家
族

総
出
で
森
に
下
り
て
い
く
。
一
家

族
で
20
〜
30
頭
の
リ
ャ
マ
を
高
地
に

運
ぶ
。
リ
ャ
マ
の
積
め
る
荷
は
せ
い

ぜ
い
20
キ
ロ
だ
。
数
回
往
復
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
人
間
の
荷
物
も

多
い
。ニ
ワ
ト
リ
や
歩
け
な
い
子
供
、

家
財
道
具
、農
具
な
ど
。
す
べ
て
が

強
い
リ
ャ
マ
で
は
な
い
。
途
中
で
ダ
ウ

ン
し
て
し
ま
う
リ
ャ
マ
も
い
る
。
こ

う
な
る
と
リ
ャ
マ
は
梃
子
で
も
動
か

Y o s h i h a r u  S e k i n o

太陽が出てくると、囲い場からアルパカ
を出して、高地の餌場に連れて行く。

な
い
。
リ
ャ
マ
は
と
て
も
大
切
な
財

産
だ
。
大
切
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
リ
ャ
マ
の
荷
を
解
い
て
、そ
の
荷

を
人
間
が
背
負
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
目
的
地
の
高
地
に
着

く
ま
で
に
、村
人
た
ち
の
背
の
荷
物

は
ど
ん
ど
ん
重
く
な
っ
て
い
く
。

こ
こ
に
住
む
人
た
ち
は
常
に
祈

り
を
忘
れ
な
い
。
リ
ャ
マ
の
キ
ャ
ラ

バ
ン
が
終
わ
る
と
、リ
ャ
マ
の
繁
殖

儀
礼
が
行
わ
れ
る
。
彼
ら
の
家
畜

の
繁
殖
、
健
康
を
司
っ
て
い
る
の
は

山
の
神
「
ア
プ
」
だ
。
彼
ら
は
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
を
発
芽
さ
せ
て
自
家
製

の
チ
ー
チ
ャ
と
い
う
酒
を
作
り
、
夜

ど
う
し
飲
み
、
歌
い
、
踊
る
。
翌
日

リ
ャ
マ
に
も
チ
ー
チ
ャ
を
飲
ま
せ
、

土
下
座
を
し
て
祈
る
。
カ
ー
ニ
バ
ル

の
頃
に
は
ア
ル
パ
カ
の
繁
殖
を
祈

り
、
畑
仕
事
の
時
は
農
耕
の
神

「
バ
チ
ャ
マ
マ
」
に
祈
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
高
度
差
の

あ
る
土
地
を
利
用
し
て
必
要
な
も

の
は
自
分
た
ち
だ
け
で
作
れ
る
。

そ
の
た
め
外
部
と
の
交
渉
は
少
な

く
、
敬
虔
で
伝
統
的
な
生
活
を

送
っ
て
き
た
の
だ
。

途中まで大人がついて行くが、高地で番
をするのは子供たちだ。

上：低地の畑で収穫したトウモロコシをリャマの背に載せて高地へ運ぶ。
右：ケロ村の少女
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大
川

生
駒
先
生
は
企
業
の
技

術
開
発
モ
デ
ル
に
つ
い
て
、
従
来
の

リ
ニ
ア
モ
デ
ル（
注
1
）
で
は
な
く
、
市

場
か
ら
多
く
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

得
る
「
ノ
ン
リ
ニ
ア
モ
デ
ル
」
で
あ
る

べ
き
と
主
張
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
観
点
か
ら
、
現
在
の
日
本
企

業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
り
組

み
を
ど
う
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

生
駒

最
近
の
日
本
企
業
を
見

て
い
て
思
う
の
は
、
技
術
力
は
十

分
に
あ
る
反
面
、そ
れ
を
経
済
的

な
価
値
を
生
む
商
品
に
し
て
市

場
に
出
す
力
が
弱
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
経

営
者
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
、つ
ま
り
、

リ
ス
ク
テ
ー
キ
ン
グ
に
対
す
る
考

え
方
が
極
め
て
保
守
的
に
な
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。

不
況
の
中
で
、バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

の
改
善
が
優
先
さ
れ
た
た
め
で
し

ょ
う
が
、も
っ
と
勇
気
を
持
っ
て
新

商
品
を
出
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
経
営
と
い
う
と
、

減
価
償
却
費
の
範
囲
内
で
設
備

投
資
を
す
る
こ
と
と
短
絡
的
に

思
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
経
営
幹
部
が

多
い
よ
う
で
す
が
、
本
当
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
経
営
と
い
う
の
は
、マ

イ
ナ
ス
と
プ
ラ
ス
の
時
期
が
あ
っ
て

も
ト
ー
タ
ル
で
プ
ラ
ス
に
す
る
と
い

う
概
念
で
す
。

80
年
代
は
１
つ
の
会
社
が
コ
ン

ペ
テ
ィ
テ
ィ
ブ
な
技
術
を
両
方
導

入
し
て
、
市
場
で
競
合
さ
せ
る
こ

と
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
今
一
番
の

問
題
は
経
営
者
の
勇
気
と
い
う

情
緒
的
な
も
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

大
川

経
営
者
自
身
が
ビ
ジ
ョ
ン

を
明
確
に
語
っ
て
、次
に
進
む
べ
き

方
向
を
示
す
こ
と
が
必
要
だ
と
い

う
こ
と
で
す
か
。

生
駒

そ
の
と
お
り
で
す
。
経
営

者
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
社
員
に
対
す
る

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
で
す
。
実

際
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
強
い
企
業

は
勝
っ
て
い
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
は
個
人
の
も
の
で
も
集
団
の
も

の
で
も
い
い
。

大
川

コ
ア
・
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
―
―

先
生
は
コ
ア
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
と

呼
ん
で
お
ら
れ
ま
す
が
、キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー
経
営
の
概
念
と
合
わ
せ

て
考
え
る
と
、
経
営
者
は
、
自
社

の
コ
ア
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
に
集
中

し
、
一
定
の
期
間
の
中
で
採
算
を

考
え
る
べ
き
で
す
ね
。
経
営
者
に

と
っ
て
は
、
そ
れ
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
す
る
た
め
の
１
つ
の
指

標
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

生
駒

任
期
中
に
ト
ー
タ
ル
で
こ

れ
だ
け
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
プ
ラ
ス

に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
会
社
の
市

場
価
値
が
こ
れ
だ
け
上
が
っ
た
。
そ

う
い
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

大
川

そ
れ
が
研
究
開
発
に
ど

れ
だ
け
投
資
す
る
か
の
１
つ
の
指

標
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

大
川

日
本
全
体
で
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
推
進
す
る
た
め
に
、
産
業

界
と
大
学
と
の
関
係
は
ど
う
あ

る
べ
き
と
お
考
え
で
す
か
。

生
駒

産
学
連
携
に
つ
い
て
の
私

の
考
え
は
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
で
す
。

大
学
の
本
質
と
は
、
出
口
を
考
え

な
い
で
技
術
あ
る
い
は
科
学
か
ら

次
の
テ
ー
マ
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
。

産
業
サ
イ
ド
は
、そ
れ
を
い
か
に
企

業
化
し
て
い
く
か
と
い
う
視
点
で

見
る
の
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
大
学
の
経
営
上
問
題
な

の
は
、
優
れ
た
先
生
を
見
つ
け
て

く
る
こ
と
で
す
。
私
は
、
優
れ
た

能
力
を
持
つ
先
生
に
は
テ
ニ
ュ
ア

（ten
u
re
:

終
身
雇
用
権
）
を
与

え
な
さ
い
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
評
価
を
気
に
せ
ず

長
期
的
な
研
究
が
で
き
る
。
今
は

評
価
ば
か
り
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す

が
、こ
れ
で
は
大
学
が
小
粒
に
な

り
、シ
ュ
リ
ン
ク
し
て
長
期
的
な
研

究
が
で
き
な
い
。
日
本
全
体
と
し

て
は
損
な
の
で
す
。「
ず
っ
と
う
ち

に
い
て
自
由
に
研
究
し
て
下
さ
い
。

評
価
な
ど
し
ま
せ
ん
」
と
い
う
姿

が
大
学
の
本
質
で
、
そ
こ
へ
ど
う

や
っ
て
戻
す
か
が
課
題
で
す
。

あ
と
は
国
立
研
究
所（
国
研
）で

す
ね
。
国
研
が
中
途
半
端
で
、
大

学
と
同
じ
よ
う
な
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

日
本
企
業
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

取
り
組
み

技術イノベーションの
課題と展望

ト
で
研
究
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
点
で
考
え
る

と
、
そ
こ
の
切
り
分
け
も
、
も
う

１
回
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
で

し
ょ
う
ね
。

大
川

大
学
の
や
る
べ
き
研
究
と

い
う
の
は
、い
ろ
い
ろ
な
タ
ネ
を
出

す
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
が
、そ
の

タ
ネ
は
将
来
こ
ん
な
も
の
に
な
る

と
い
う
出
口
が
見
え
て
い
る
べ
き

な
の
か
、そ
れ
と
も
見
え
て
い
な
く

て
も
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

生
駒

出
口
は
見
え
て
い
な
く
て

い
い
の
で
す
。
た
だ
し
、
そ
の
分
野

に
お
い
て
常
に
新
し
い
も
の
を
求

め
る
と
い
う
姿
勢
は
絶
対
に
必
要

で
す
。
一
方
、
出
口
が
見
え
て
い
る

も
の
に
、
必
ず
し
も
新
し
さ
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

出
口
が
見
え
な
い
か
わ
り
に
新

一橋大学大学院
国際企業戦略研究科客員教授

日本政策投資銀行
副総裁

日本の産業・技術力のさらなる発展に向けて、イノベーションや

産学官の相互連携、製造業の国際競争力強化が喫緊の課題

となっている。そうした中で、産学官それぞれに、今、何が求めら

れているのだろうか。日本における半導体研究の第一人者であ

る一橋大学大学院国際企業戦略研究科客員教授・生駒俊明

氏と日本政策投資銀行の大川副総裁が対談した。

生駒俊明氏 大川澄人

し
さ
で
評
価
さ
れ
る
の
が
科
学
で

あ
り
、
出
口
が
見
え
る
の
は
技
術

開
発
で
し
ょ
う
。
私
は
、
科
学
と
技

術
開
発
を
明
確
に
区
別
し
て
い

て
、
科
学
の
研
究
は
新
し
さ
で
評

価
し
、
技
術
開
発
は
実
用
化
さ
れ

た
か
ど
う
か
で
評
価
し
ま
す
。
新

し
さ
の
な
い
科
学
の
研
究
は
無
価

値
、
実
用
化
さ
れ
な
い
技
術
開
発

は
無
価
値
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
銅

鉄
主
義
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で

す
か
。
銅
で
で
き
た
こ
と
を
鉄
で

や
っ
て
み
る
と
い
う
意
味
で
す
が
、

こ
れ
は
技
術
開
発
の
面
で
は
価
値

が
あ
る
一
方
で
、
新
し
さ
が
な
い

た
め
、
科
学
の
面
で
は
価
値
が
あ

り
ま
せ
ん
。
出
口
が
見
え
な
い
研

究
の
ほ
う
が
は
る
か
に
難
し
い
の

で
す
。

大
川

大
学
と
産
業
界
は
役
割

が
明
確
に
分
か
れ
て
い
て
、そ
れ
ぞ

れ
の
や
る
こ
と
が
自
然
と
決
ま
っ

て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

生
駒

そ
う
で
す
。
両
者
間
で
う

ま
く
連
携
が
で
き
れ
ば
、
全
体
で

大
変
う
ま
く
い
く
と
思
い
ま
す
。

大
川

今
の
大
学
は
、
先
生
の
考

え
て
お
ら
れ
る
よ
う
な
方
向
に
向

か
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

生
駒

必
ず
し
も
向
か
っ
て
い
な

い
で
し
ょ
う
。
逆
に
、
法
人
化
さ

れ
て
、
民
営
化
や
産
学
連
携
、
お

金
を
儲
け
よ
う
と
い
う
動
き
が

強
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
う
い
う
中
で
、

法
人
の
長
の
最
大
の
任
務
は
、い

か
に
出
口
の
見
え
な
い
研
究
を
キ

ー
プ
し
て
い
く
か
で
す
が
、
残
念

な
が
ら
そ
う
い
う
議
論
は
ほ
と
ん

ど
の
大
学
で
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

私
が
「
も
う
１
度
原
点
に
戻
れ
。

産
学
連
携
に
お
け
る

大
学
と
産
業
界
の
役
割

S u m i h i t o O k a w a T o s h i a k i  I k o m a
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本
質
論
に
戻
れ
」
と
言
っ
て
い
る

意
味
は
、こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

大
川

産
学
連
携
の
中
で
産
業

界
に
対
し
て
は
、
ど
う
い
う
役
割

を
期
待
さ
れ
ま
す
か
。

生
駒

企
業
が
自
社
で
投
資
で

き
な
い
も
の
は
、
大
学
の
先
生
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。
企
業
に
は
大

学
の
先
生
を
セ
レ
ク
ト
す
る
機
能

が
あ
る
の
で
す
。
そ
こ
は
や
る
べ
き

で
し
ょ
う
ね
。

そ
れ
か
ら
も
う
１
つ
、
非
常
に

重
要
な
の
は
人
材
育
成
に
関
し

て
の
産
学
連
携
。
企
業
が
必
要
と

す
る
人
材
が
育
っ
て
い
な
い
こ
と
が

大
き
い
問
題
で
す
。
こ
こ
で
言
う

人
材
と
は
、
企
業
で
す
ぐ
使
え
る

即
戦
力
で
は
な
く
、
今
ま
で
や
っ

て
き
た
こ
と
か
ら
方
向
転
換
し
て

仕
事
が
で
き
る
人
材
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
基
礎
学
力
が
で
き
て

い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
企
業
は
そ
の
こ
と

を
痛
切
に
感
じ
て
い
て
、「
日
本
人

は
方
向
転
換
が
で
き
な
い
。
違
う

こ
と
を
与
え
た
ら
と
た
ん
に
で
き

な
く
な
る
。
だ
か
ら
日
本
人
は
採

ら
な
い
」
と
い
う
企
業
も
出
て
き

て
い
ま
す
。ア
メ
リ
カ
人
の
強
い
と

こ
ろ
は
基
礎
学
力
が
あ
る
か
ら
い

く
ら
で
も
横
展
開
が
で
き
る
こ

と
。
だ
か
ら
今
、
産
業
界
に
必
要

な
の
は
、
大
学
に
対
し
て
横
展
開

で
き
る
人
を
育
て
て
下
さ
い
と
要

求
す
る
こ
と
で
す
。

大
川

日
本
の
産
業
、製
造
業
の

強
み
や
課
題
は
、
ど
う
い
う
と
こ

ろ
に
あ
る
と
お
考
え
で
す
か
。

生
駒

製
造
業
ひ
と
く
く
り
で

言
う
の
は
難
し
い
。

た
だ
言
え
る
こ
と
は
、
製
造
業

の
最
大
の
武
器
は
、
性
能
、
歩
留

ま
り
と
い
う
の
は
も
う
当
た
り
前

で
、あ
と
は
コ
ス
ト
を
い
か
に
下
げ

る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
部
分

で
日
本
の
製
造
業
の
競
争
力
が
落

ち
て
い
る
。コ
ス
ト
競
争
力
が
強
い

企
業
は
強
い
経
営
を
し
て
い
ま
す
。

大
川

確
か
に
、粗
利
で
み
る
と
、

製
造
業
に
限
ら
ず
日
本
の
企
業

は
利
益
率
が
低
い
で
す
ね
。

生
駒

そ
こ
が
日
本
の
産
業
界

全
体
の
最
大
の
問
題
で
す
。
も
っ

と
粗
利
を
上
げ
る
努
力
を
し
な

く
て
は
い
け
な
い
。
そ
れ
に
は
製
造

技
術
を
も
っ
と
磨
い
て
、安
く
て
良

い
も
の
を
作
ら
な
け
れ
ば
ダ
メ
で

す
。
製
造
業
が
勝
つ
た
め
に
は
粗

利
を
上
げ
な
さ
い
と
い
う
の
が
私

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

大
川

日
本
が
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ（
注
2
）
で

負
け
て
い
る
の
は
、
歩
留
ま
り
の

高
い
も
の
は
出
せ
る
け
ど
、安
い
も

の
は
で
き
な
い
か
ら
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

生
駒

歩
留
ま
り
98
％
を
99
％

に
す
る
の
と
、コ
ス
ト
を
3
％
下

げ
る
の
と
で
は
、コ
ス
ト
の
ほ
う
が

ず
っ
と
効
き
ま
す
。
そ
こ
の
切
り
替

え
を
誤
っ
た
の
で
す
。
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
な

ど
の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
は
、１
に
コ
ス
ト
、

２
に
コ
ス
ト
、３
に
コ
ス
ト
で
す
。
そ

こ
を
見
誤
っ
て
し
ま
っ
て
、
歩
留
ま

り
が
高
く
信
頼
性
の
い
い
も
の
を

作
っ
て
い
る
。
製
造
業
が
本
当
に
強

い
か
ど
う
か
は
、
歩
留
ま
り
や
性

能
で
は
な
く
コ
ス
ト
で
決
ま
る
と

い
う
点
が
一
番
大
事
で
す
。

大
川

日
本
の
半
導
体
産
業
が

世
界
で
競
争
力
を
得
る
た
め
に
は

何
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

生
駒

ま
ず
再
編
。
そ
の
上
で
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
能
力
を
フ
ル

に
活
用
す
る
よ
う
な
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
の
戦
略
立
案
。
そ
れ
か
ら
研

究
開
発
へ
の
資
金
投
入
で
し
ょ
う
。

い
ず
れ
も
、
か
な
り
根
本
的
な
問

題
で
す
ね
。

大
川

国
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策

を
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
か
。
ま
た
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促

進
に
向
け
て
、
政
府
の
役
割
は
ど

こ
に
あ
る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

生
駒

今
の
政
府
に
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
政
策
と
い
う
の
は
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
産
学
連
携

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
形
で
、

同
じ
よ
う
な
も
の
が
動
い
て
い
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
政
策
へ
転
換
可
能
な
政
策

が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

産
学
連
携
は
目
的
と
手
段
が

間
違
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
本
来
の

目
的
は
大
学
発
の
新
し
い
技
術

を
生
み
出
し
て
、そ
れ
を
実
用
化

に
つ
な
げ
て
経
済
的
な
価
値
を
生

ん
で
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
か

ら
、
も
う
１
回
、そ
こ
へ
戻
れ
ば
そ

れ
が
即
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
も

な
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
産

学
連
携
政
策
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

政
策
と
い
う
格
好
で
置
き
換
え
、

も
っ
と
積
極
的
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
本
質
を
見
る
よ
う
な
政
策
に

転
換
し
て
い
け
ば
い
い
で
し
ょ
う
。

で
も
、そ
の
た
め
に
は
、
税
制
や

フ
ァ
ン
ド
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
大

切
な
の
は
、ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ

ッ
プ
の
調
達
と
人
材
育
成
、
そ
れ

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
シ
ス
テ
ム
で
し

ょ
う
ね
。
そ
れ
か
ら
市
場
を
政
府

調
達
で
誘
導
す
る
な
ど
、い
ろ
い
ろ

な
政
策
を
結
合
し
な
が
ら
、ト
ー

タ
ル
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

大
川

最
後
に
日
本
政
策
投
資

銀
行
（
Ｄ
Ｂ
Ｊ
）
に
対
す
る
期
待

を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

生
駒

今
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
の
中
で
、
日
本
政
策
投
資
銀

行
の
役
割
は
非
常
に
大
き
い
と
思

い
ま
す
。

エ
ン
ジ
ェ
ル
が
極
め
て
少
な
い
日

本
で
、エ
ン
ジ
ェ
ル
の
代
わ
り
を
務

め
る
の
は
政
府
の
資
金
で
あ
り
、

そ
の
中
で
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
で
リ

ス
ク
テ
ー
キ
ン
グ
で
き
る
の
が
日

本
政
策
投
資
銀
行
だ
と
思
う
か

ら
で
す
。

大
川

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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が
ち
だ
。

た
だ
、
本
来
の
議
決
の
場
と
し

て
、よ
う
や
く
厳
し
さ
に
目
覚
め

て
き
た
日
本
の
株
主
総
会
も
、
企

業
と
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
関
係

も
、い
ま
は
限
り
な
い
進
化
へ
の
過

渡
期
な
の
だ
と
思
い
た
い
。

長
期
展
望
と
社
会
的
責
任
を

も
見
据
え
た
、
企
業
の
経
営
哲
学

は
、
広
く
世
界
の
た
め
に
な
り
、
同

時
に
投
資
家
の
利
益
に
も
か
な
う

と
い
う
説
得
力
を
持
つ
こ
と
が
今

後
ま
す
ま
す
必
要
に
な
る
。
そ
し

て
、
厳
し
い
議
論
に
耐
え
う
る
だ

け
の
、
企
業
側
の
巧
み
な
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
験
さ
れ
る
。

作家。1951年滋賀県生まれ。

米国系銀行や証券会社で債

券ディーラーなどを経て、95年

『小説ヘッジファンド』で作家

に。国際金融の世界を舞台

に、時代を先取りするテーマ

で次々と作品を発表し話題と

なる。2000年発表のベストセ

ラー『日本国債』は、海外メディアでも注目される。雑

誌・新聞で小説やエッセイの執筆に加え、テレビ・ラジ

オのコメンテーターとしても活躍中。著書は『傷・邦銀

崩壊』『凛冽の宙』『藍色のベンチャー』『代行返上』

『日銀券』など多数。現在、週刊朝日において、税金を

テーマにした小説『タックス・シェルター』を連載中。

M a i n  K o h d a

作
家

「

」

こ
こ
数
年
、
企
業
の
社
会
的
責

任（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
が
盛
ん
に
議
論
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
つ
れ
て

「
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
関
係
」

が
、ま
す
ま
す
重
視
さ
れ
て
い
る
。

某
大
手
電
器
メ
ー
カ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
み
る
と
、
企
業
が

対
話
を
心
が
け
て
い
る
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
と
し
て
、お
客
様
、取
引
先
、

株
主
／
投
資
家
、N
P
O
／
N
G
O
、

地
域
社
会
／
国
際
社
会
、
行
政

機
関
／
各
種
団
体
、
学
校
／
研

究
機
関
、
従
業
員
／
就
職
希
望

者
の
八
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

そ
ん
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
な

か
で
も
「
株
主
」
は
突
出
し
た
存

在
だ
。
日
本
で
も
敵
対
的
買
収
が

他
人
事
で
な
く
な
り
、「
も
の
言

う
株
主
」
は
、
経
営
者
に
と
っ
て

「
脅
威
の
存
在
」
に
な
っ
て
き
た
。

企
業
が
、ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

の
関
係
を
、
良
好
か
つ
互
恵
の
も

の
に
保
っ
て
い
く
こ
と
は
、
も
ち
ろ

ん
「
長
期
的
に
は
株
主
の
利
益
に

も
か
な
う
」
と
い
う
理
屈
が
成
り

立
つ
は
ず
だ
。

ほ
ん
の
少
し
前
ま
で
は
、
よ
く

耳
に
し
た
論
だ
が
、
は
た
し
て
現

実
に
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
、
買
収
の
脅
威
に
さ

ら
さ
れ
た
経
営
者
が
「
企
業
は
株

主
だ
け
で
な
く
、
従
業
員
や
幅
広

い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
と
も
に
存

在
し
て
い
る
」
と
口
に
し
た
途
端
、

懐
古
趣
味
の
日
本
的
経
営
論
を

聞
く
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
し
ま

う
の
も
事
実
で
あ
る
。

大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
、「
わ

が
社
は
終
身
雇
用
を
守
る
」
と
公

言
し
た
ら
、
即
座
に
格
付
け
会
社

が
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
下
げ
る
と
い
っ

た
短
絡
的
な
評
価
を
下
し
た
現

実
も
無
視
で
き
な
い
。

一
方
、
株
主
の
要
求
は
常
に
厳

し
く
、
投
資
尺
度
も
投
資
家
の
数

だ
け
存
在
す
る
。
そ
の
総
体
で
あ

る
市
場
の
圧
力
と
な
る
と
さ
ら
に

冷
酷
だ
。
日
本
で
も
、
機
関
投
資

家
が
常
に
経
営
者
の
適
性
を
評

価
し
、
そ
の
存
続
に
合
否
を
つ
け

る
時
代
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
個
人
投
資
家
の
動
向

も
、
驚
く
ほ
ど
機
敏
に
な
っ
た
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
の
お
か
げ
で
売

買
手
数
料
が
劇
的
に
下
が
っ
た
た

め
、
短
期
売
買
が
容
易
に
な
っ
て

き
た
か
ら
だ
。

米
国
の
株
主
総
会
で
は
、
企
業

側
か
ら
提
出
さ
れ
る
議
案
に
つ
い

て
、
機
関
投
資
家
の
た
め
に
専
門

の
助
言
機
関
が
分
析
し
、「
賛
否
」

を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
仕
組
み
が
出

来
て
い
る
。（
近
年
、こ
う
し
た
機

関
投
資
家
向
け
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

は
日
本
に
も
進
出
し
、
イ
ン
フ
ラ

が
整
い
つ
つ
あ
る
）

企
業
合
併
を
承
認
す
る
総
会

で
は
、
委
任
状
の
争
奪
戦
が
熾
烈

に
展
開
さ
れ
、
な
か
に
は
ご
く
僅

差
で
賛
否
の
決
定
が
な
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
。
不
特
定
多
数
の
個
人

投
資
家
の
支
持
票
集
め
が
採
決
の

鍵
を
握
る
た
め
、
企
業
側
は
新
聞

広
告
な
ど
を
使
っ
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
展
開
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

ま
た
、株
主
総
会
で
現
職
C
E
O

の
解
任
動
議
が
出
さ
れ
、
仮
に
そ

の
場
で
解
任
さ
れ
な
く
て
も
、
後

日
退
任
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
株

主
の
投
票
が
信
任
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

と
し
て
機
能
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
日
本
は
総
会

で
企
業
側
の
提
案
が
否
決
さ
れ
た

実
例
が
少
な
い
た
め
、
企
業
は
ま

だ
総
会
の
本
当
の
厳
し
さ
に
慣
れ

て
い
な
い
。
以
前
の
よ
う
な
「
シ
ャ

ン
シ
ャ
ン
総
会
」
に
較
べ
れ
ば
、
格

段
に
進
歩
し
て
き
た
と
は
い
え
、

発
言
者
の
側
も
、単
な
る
ク
レ
ー
マ
ー

の
域
を
出
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、企

業
側
も
、個
人
投
資
家
へ
の
I
R
の

一
環
と
位
置
づ
け
て
い
る
よ
う
で
、

「
お
祭
り
」
色
の
濃
い
も
の
に
な
り

D I A L O G U E

（注1）リニアモデル
基礎研究で面白い発見があ

ると、応用研究が始まり、さらに
新しい技術や製品が出てきてマ
ーケットが広がるというモデル。

（注2）ＤＲＡＭ
半導体記憶素子の１つ。読

み書きが自由に行えるＲＡＭの
一種で、コンデンサとトランジス
タにより電荷を蓄える回路を記
憶素子に用いる。

生駒俊明氏

1963年東京大学工学部電子工学科卒業。
1968年同大学院修了。工学博士。同年、東京
大学助教授となり生産技術研究所勤務。1982
年教授。94年に日本テキサス・インスツルメン
ツに転身、代表取締役等を務める。現在も、一
橋大学大学院を始めとして、産業再生機構、日
立金属、科学技術振興機構、キヤノンなど、経
営と技術の両面から産学官の各分野で幅広く
活躍中。また、こうした経験を通じて、独自のイ
ノベーションモデルを提唱していることでも知ら
れる。DBJイノベーションネットワークメンバー。
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